
原価計算を中心に基幹システム再構築
海外展開に向けたシステム基盤を確立

日本パルスモーター株式会社

ハードウェアの老朽化に伴い、基幹システムの再構築を行った日本パルスモーター株
式会社。今後の海外展開を見据えたシステム基盤として Microsoft Dynamics NAV の
導入を行いました。 2015 年 5 月よりシステムの稼働を開始し、当初の目的であった
海外展開に向けた基盤の確立はもちろんのこと、原価算出の早期化や原価計算の精度
向上といった導入効果を確認することができました。

高度な技術で、多彩なモーションコント
ロールを実現
　日本パルスモーター株式会社は、精密小型モー
タ・モータドライバ・コントローラ・LSI 等の開発・
製造・販売 を行う、モーター製品におけるリー
ディングカンパニーです。独自に開発した技術
によりモーターと制御系システムを組み合わせ
た多彩なモーションコントロールを実現してい
ます。お客様のニーズを直接ヒアリングし、設
計から製造までのプロセスを効率的に構築する
など、独立系企業ならではのきめ細かい対応で、
お客様の目的にかなった最適なシステムを提供
しています。また、同社が提供する高精度なモー
ションコントロール製品は、時代の要求にいち
早く対応し、より高精度が求められる流体制御
や医療機器、産業機械や半導体など多彩な分野
で高く評価され、最先端の産業分野で活躍して
います。 
　
海外展開を見据えたシステム選定を実施
　ハードウェアの老朽化に伴い、当時利用して
いたシステムの更新時期を迎えていた同社は、
2013 年 4 月より次期基幹システムの選定に着
手。選定にあたっては、以前から付き合いのあっ
たベンダーを含めて、多くのシステムを候補に
挙げ検討を進めました。
「一旦は別の国産パッケージにほぼ決定していた
のですが、当社の社長より『海外展開を見据え

たシステム構築を行うように』との指示があり、
再検討を行いました。その中で多言語・多通貨
に対応している製品、そして海外での導入ノウ
ハウを持つベンダーという観点から、PBC を含
む 2 社に絞りました。」（日本パルスモーター株
式会社 取締役 管理本部長 廉沢栄一 氏）

「選定の最終段階では、ユーザー部門も巻き込ん
で評価を進めました。2社の評価は拮抗しており、
正直、最終プレゼンを受けるまで、どちらの提
案を採用するかは決めかねていました。」（管理
本部 管理室 電算担当 室長代理 辻 直人氏）

「決め手となったのは『開発担当者の顔が見えて、
小回りの利くベンダーである』という印象を
PBC さんから受けたことです。ERP の導入にあ
たっては、全てが計画通りに進むとは限りませ
ん。過去の経験からも、私たちは意思決定が早
く柔軟な調整が可能なベンダーとともに仕事を
進めていきたいと考えていました。いまプロジェ
クトを振り返ってみても、この選択は正しい判
断であったと言えます。」（廉沢 氏）

　また、機能面においては会計モジュールの業
務適応度が大きな要因であったといいます。
「もう 1 社の提案では、日本商習慣対応を始めと
した会計モジュールの機能が不十分であったた
め、生産管理を中心とした基幹システムとは別

に、他の会計 PKG を組み合
わせて導入する必要があり
ま し た。一 方、Dynamics 
NAV の場合は生産・販売・
購買・在庫・会計を全て同
じ仕組みの中で運用するこ
とができるため、運用の効
率性はもちろんのこと、今
後の監査対応等を考えて

も、より優れた運用が行えると判断しました。」
（廉沢 氏）

急な要求変更にもスケジュール調整によ
り柔軟に対応
　上記の経緯を経て、Dynamics NAV の導入プ
ロジェクトがスタートしたのが 2014 年の 5 月。
始まってみると、苦労された点も多くありまし
た。
「最初はやはり海外の ERP 製品ということもあ
り、用語や設計思想の違いを理解するのに苦労
しました。また、要件定義の途中で当初想定し
ていなかった要求が飛び出すなど、一時は不安
になることも多かったのですが、PBC コンサル
タントが粘り強く調整を進めてくれたおかげで、
大きな問題もなく稼働にこぎつけることができ
ました。」（管理本部 管理室 阿部 隆信氏）

　このような状況の中で、プロジェクトを成功
に導いた要因は何だったのでしょうか。

「具体的には、ユーザー部門を巻き込んだテスト
稼働を 1 か月分行ったことです。これにより、
現場部門を含めた全員が当事者意識をもって本
稼働を迎えることができました。また、私たち
電算室の立場からもデータ移行のリハーサルや、
インフラの最終調整を行えたという意味で有益
でした。ときには、現場部門に負荷をかけたく
ないという心理が働いてしまうこともあったの
ですが、PBC さんからは、プロジェクトを成功
するために何を行うべきかをしっかりと伝えて
いただけたことが良かったと思います。言いに
くいことや、難航する調整・交渉も粘り強く行っ
ていただけたおかげで、大きな問題もなく本稼
働を迎えることができました。」（管理本部 管理
室 鈴木 大輔氏）

原価計算の精度向上により経営判断に
有益な情報を提供
　2015 年 5 月に本番稼動を迎えてから 3ヶ月
を経て、導入効果について語っていただきまし
た。

「原価計算の面で大きな効果がありました。ま
ず、製造原価の算出を早めることができたこと。
次に、原価計算の精度を向上させることができ
たこと。さらに、会社データを容易にコピーす
る ことができるため、配賦基準を変更して再計
算を行うなど、シミュレーションが行えるよう
になったことも大きな導入効果と言えます。」
（辻 氏）

特に、NAV-MANUFACTURING の機能を用いて
製造間接費の配賦を行い、実際原価計算を実現
できたことは、経営にも大きなインパクトを与
えたといいます。

「原価計算の精度が上がったことにより、当社の
経営層に対し有益な情報を提供できるようにな
りました。今後、注力すべき製品群の見極めや、
売価の見直しなど、今回のシステム導入をきっ
かけに社内でも活発な議論が行われるように
なってきています。」（廉沢 氏）

　海外展開に向けたシステム基盤の確立という
当初の目的を達成できたことは非常に大きな意
味を持っています。同社は既に中国やフィリピ
ンに生産拠点を構えており、今後 Dynamics 
NAV をこれらの拠点にも展開していくことで、
グループ経営の高度化を目指されています。

今後の展望
「まず、直近の目標は『ISO/TS 16949（※）の取得』
です。今回の導入プロジェクトでは、この TS の
取得を見据えて、在庫管理の厳格化など業務フ
ローの変革を行いました。例えばロット別の在
庫管理などを実現できたことにより、TS の取得
も実現可能性が高まってきています。」（廉沢 氏）

「また、当社の営業部門からは SFA（営業支援ツー
ル）の構築を求める声もあります。Dynamics 
NAV は、同じ Dynamics 製品である Microsoft 
Dynamics CRM との連携も容易に行えるため、
生産／原価計算分野にとどまらないシステム活
用を考えていきたいですね。」（阿部 氏）

「そして重要なのは、やはり『海外展開』という
キーワードです。今後、海外拠点に順次システ
ムを導入していくことも考えていますが、いま
注目しているのは Dynamics NAV の関連会社管
理機能です。各拠点の取引データを Dynamics 
NAV にインポートし、会社 DB を合算して簡易
連結を行うといったこともできると聞いていま
す。これらの機能を活用しながら、グループ経
営の高度化を目指していきたいと考えていま
す。」（廉沢 氏）
　
　今回の Dynamics NAV 導入により、原価計算
の分野を中心に業務改善を実現した日本パルス
モーター株式会社様。今後の海外展開を見据え、
グループ経営管理の高度化や原価マネジメント
の強化などを担い、国際競争力の源泉となるシ
ステム基盤の構築を実現することができました。 
（2015 年 9月現在）

■会社名　
　 日本パルスモーター株式会社
　 NIPPON PULSE MOTOR Co., Ltd.

■創立　1952 年 5月 1日 

■資本金　 1 億円

■本社所在地　
　 〒113-0033
　 東京都文京区本郷 2-16-13　 

■URL　 www.pulsemotor.com 

■事業内容
1. 精密小型モータ・モータドライバ・コン
トローラ・電子部品等の製造販売。

2. 自動化省力化機器・装置・システムの設
計製作販売。

3. 上記に関する電気・電子機器等の輸出並
びに関連機器の輸入販売 。

■ソリューション
　 Microsoft Dynamics NAV 2013 R2
　 J-Pack*1

　 NAV-MANUFACTURING*2

　Jet Reports*3
　  *1:PBC が開発したNAV商習慣対応機能

   　*2:PBC が開発した製造業向けNAVアドオン機能

   　*3Excel アドインレポートツール

■導入モジュール
　 財務管理
　 販売＆売掛金管理
　 仕入＆買掛金管理
　 在庫管理
　 生産管理

■同時接続ユーザー　40ユーザー

■導入拠点
東京本社（管理、営業）、岩木工場 ( 青森県、
製造本部）、テクノセンター ( 東京、開発本
部 ) 、 大阪営業所

■導入言語
　 日本語

▲写真左よりテクノセンター（開発本部）山本 隆雄 様、野中 徹 様、野田 誠 様
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▲写真左より管理本部 管理室 辻 直人様、阿部 隆信 様、
鈴木 大輔様
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▲写真左より岩木工場（製造本部）の石田 浩 様、
清藤 春夫 様

▲写真左より営業本部の近藤 広幸 様、
佐藤 真孝 様、池澤 沙織 様

※ISO/TS 16949…自動車産業向けの品質マネジメントシステムの
技術仕様。IATF(International Automotive Task Force：国際自動
車タスクフォース ) によって、ISO/TC176（品質マネジメント及
び品質保証）の支援を受けて 1999 年に策定された。

PBC コンサルタントから一言

株式会社パシフィックビジネスコンサルティング
コンサルタント　玉置 裕隆

「プロジェクトチームの皆さま、キーユーザーの
皆さまと信頼関係を築くことができ、ユーザー
の皆さまにも十分に Dynamics NAV のナレッジ
を伝えることができたと思います。重要な課題
については、プロジェクトチームから役員の皆
さまに判断を仰いでいただき、トップダウンで
指示をいただくことができたため、プロジェク
ト進捗において非常に助かりました。」

・本ケーススタディに記載された情報は初掲載時のものであり、閲覧される時点では変更されている可能性があることをご了承ください。
・このドキュメントに記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示、黙示、または法令に基づく規定にかかわらず、これらの情報について株式会社パシフィック
ビジネスコンサルティングはいかなる責任も負わないものとします。
・株式会社パシフィックビジネスコンサルティングは、Microsoft Dynamics NAVの認定パートナーです。
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